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投資庁（BOI）５５�１０１�１３０�１３４
投資率 ４５�５５�１７０
ドラヴィダ進歩連盟（DMK）２８３―２８４
トリンコマリー ２３０�２５３�２５６�２７０
トリンプ社 ９２―９３

【な行】

ネゴンボ ２３１�２３８�２５４�２５７―２５８
年金 １２９�１３６�１３８�１４１�１５９�２１１
ノロッチョライ（石炭発電所）２�１９�２５２

【は行】

ハットン・ナショナル銀行 １３
バリューチェーン ６４�６７�９０�１０１
S．W．R．D．バンダーラナイケ ３５�２０９�２６９―
２７１

反タミル人暴動 ２７４
ハンバントタ １９�４６�１２５�２５３
ハンバントタ港 ２�１９
ビクトリアズ・シークレット（VS）社 ８７�
９１―９３�９５

非正規労働（者）１１７�１３４�１３６―１３７
日雇い労働者 １１６―１２０�１４０�１７９
被用者（employee）１１２�１２０�１２２�１９９

貧困 ８�１６�３７�１４９―１５０�１５３―１５４�１７４―１７６�
１７８―１７９�１８５�２５０
――（の）削減 ８�４５�１７３
――状態 １７６
――線 １７５
――対策 ２６�３８
――（比）率 １�１６
フードスタンプ計画 ３８
福祉政策 ３４�３６�１００�２７３
物価
――指数 １３４�１３７―１３９
――手当（COLA）１２３�１３７―１３８
消費者―― １１８

V．プラバカラン（議長）３９�２７２�２８３�２８５
Brandix（ブランディックス）社 ８７�９０―９１�
９３

プランテーション １２�３４�３６―３７�１１２�１２６�
１２８�１３１―１３２�１３７�１３９�２７１
――経済 ３４―３５�５１
フルサービス ９４
平均月収 １１６―１１９
平和の配当 １４�４０�６６
貿易開放度 ５２―５４�５７
ポートフォリオ効果 ４９
ホワイトカラー １０�１５１�１７３�１９６�２００�
２６０

【ま行】

マーティン・トラスト氏（Martin Trust）
９１―９３

マハウェリ開発加速計画 ３７
マヒンダ・チンタナ ４０�４２―４３�５５�６６�１３９�
２５０�２５３�２５６

マヘーシュ・アマリアン氏 ９１�９８
未熟練労働者 １５１―１５２�１５８�１６１�１７２�１７９�
１８５

ミスマッチ ５９�２００�２１６―２１７
雇用機会の―― ２００
労働需給の―― １１２�１９２�２０１―２０２�２０６
未成熟の債務国 ４２
南アジアの経済ハブ ４３�６６
民営化 １２�２３―２４�３８�４５�５３�１３２�１５３�１５７�
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２０１
無償家族労働者（contributing family worker）
１１２�１２０

ムダラーリ １１�２３９―２４３�２４６―２４９�２５２�２５４

【や行】

輸出開発庁（EDB）３７�８６
輸出加工区 ５７�１５３
輸出の所得要素指標 ５０
輸出品目の高度化 ４９�５２�５４
輸出品目の多様化 ４８―５２

【ら行】

ラヴィ・フェルナンド氏 ９８
ラナシンハ・プレマダーサ ３８�９３�２８０
ランジット・ペイジ氏 ９―１１
リードタイム ８２�８４�９０�９４�１０２
リスク回避 ７
リゾート開発 ２�１８�２２７�２３８�２５０
連邦党（スリランカ・タミル国党）２７０―２７２�
２７７―２７８�２９３

労使関係 ２６�１０７―１０８�１２０�１２４―１２５�１２８�
１３０―１３１�１３３―１３４�１３９―１４１

労働運動 ２６�１０７�１２５―１２６�１２８―１３０�１３２―
１３３�１３８�１４１

労働改革 １３９
労働基本権 １３８
労働協約 １０８�１２１�１２３―１２５
労働組合 ２６�９５―９７�１２０�１２２―１２６�１２８―１３４�
１３６―１３９�１４１
――組織率 １２３
独立系―― １２８―１２９
労働参加率 １０７―１１０�１４０�１７９
労働三権 １３４�１３８―１３９�１４１
労働市場 ２６�１０７―１０８�１１１―１１２�１１７�１２０―
１２１�１３３�１３６�１４０�１５７�１７０―１７２�１７８―
１８０�１８３�１８５�１９１―１９２�２００�２０２―２０４�
２１３�２１７

労働者解雇法 １３７
労働条件 ７�９６�１１２�１１８�１２０�１２３―１２４
労働争議 １２０�１３２�１３８―１３９�１４１

――法 １２３�１３８―１３９
労働力 ４８�５５�６７�１０７―１０８�１１０―１１２�１１７�
１２１�１２５�１３６―１３７�１４０�１４９―１５１�１５４�
１６２�１６７�１７１�１７３�１７８―１８０�１８２�１８５�
１９２�１９８―１９９
――人口 ５７―５８�１０８�１９２
――輸出 ２６�１５０�１５３�１７３�１８４
――（の）輸入 １３７�１５０―１５１�１７２
労働・労使関係省 １２４�１３４�１３７―１４１

【わ行】

ワンデーボート（３．５トンボート）２３２―２３３�
２３６
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